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国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１０6 号
2019 年３月18 日

な
り
、
三
鷹
折
り
返
し
や
千
葉
折
り

返
し
が
付
け
ら
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。
現
場
で
は
、
身
が
も
た
な
い
と

怒
り
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
超
ロ
ン
グ
ラ
ン
と
長
時
間
拘
束
を

標
準
化
し
、
強
行
し
よ
う
と
す
る
攻

撃
だ
。
絶
対
に
許
せ
な
い
。

　
ス
ト
に
突
入
し
た
津
田
沼
支
部
の

相
馬
支
部
長
は
習
志
野
運
輸
区
前

　
動
労
千
葉
は
３
月
15
日
、
習
志
野

運
輸
区
に
勤
務
す
る
本
線
運
転
士
が

改
悪
乗
務
員
勤
務
制
度
の
中
止
を
求

め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
。

　
16
日
の
ダ
イ
改
か
ら
改
悪
乗
務
員

勤
務
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。
習
志
野

運
輸
区
で
は
津
田
沼
～
中
野
３
往
復

（
泊
で
４
往
復
）
の
行
路
が
設
定
さ

れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
乗
務
労
働

の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
変
え
る
労
働

強
化
だ
。

　
現
在
の
朝
夕
の
御
茶
ノ
水
折
り
返

し
が
津
田
沼
～
中
野
が
基
本
行
路
と

　
出
向
期
間
に
つ
い
て
も
、「
原
則

３
年
」
が
６
年
以
上
経
過
し
て
な
お

多
く
の
出
向
命
令
が
解
除
さ
れ
て
い

な
い
。
結
局
、
出
向
に
は
業
務
上
の

必
要
性
な
ど
ま
っ
た
く
な
く
、
事
実

上
の
転
籍
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
そ
も
そ
も
Ｊ
Ｒ
側
は
出
向
が
必
要

な
理
由
も
、
３
年
を
超
え
た
出
向
の

根
拠
も
、
外
注
化
に
基
づ
く
経
営
状

況
も
、
ま
と
も
に
立
証
し
て
い
な

い
。
そ
の
中
で
外
注
化
を
め
ぐ
る
新

た
な
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

の
だ
。
そ
れ
を
見
よ
う
と
も
せ
ず
結

審
を
強
行
す
る
な
ど
、
絶
対
に
許
す

こ
と
は
で
き
な
い
！

　
判
決
は
５
月
10
日
（
金
）
11
時
か

ら
東
京
高
裁
。

組
合
が
そ
の
事
実
を
主
張
す
る
こ
と

は
当
然
保
障
さ
れ
る
べ
き
だ
。
外
注

化
の
矛
盾
は
職
場
で
吹
き
出
し
て
い

る
。
勝
田
車
両
セ
ン
タ
ー
で
起
き
た

連
結
作
業
中
の
衝
突
事
故
は
、
Ｍ
Ｔ

Ｓ
プ
ロ
パ
ー
社
員
が
見
習
中
に
継
続

音
に
よ
る
合
図
が
途
切
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
推
進
運
転
を
続
け
た
こ
と

で
発
生
し
た
。
Ｍ
Ｔ
Ｓ
が
構
内
入
換

作
業
の
基
本
中
の
基
本
さ
え
教
育
訓

練
を
行
え
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
事

故
だ
。
そ
ん
な
会
社
へ
の
外
注
化
が

認
め
ら
れ
て
い
い
は
ず
が
な
い
。

　
東
京
高
裁
で
２
月
22
日
、
出
向
命

令
無
効
確
認
訴
訟
の
控
訴
審
第
３
回

裁
判
が
行
わ
れ
た
。
野
山
裁
判
長
は

審
理
を
尽
く
す
こ
と
も
な
く
不
当
に

も
結
審
を
強
行
し
た
。
昨
年
５
月
の

第
２
回
裁
判
で
裁
判
長
が
証
人
尋
問

を
拒
否
し
た
こ
と
を
受
け
、
た
だ
ち

に
忌
避
を
申
し
立
て
た
こ
と
で
裁
判

は
一
時
中
断
し
て
い
た
。
不
当
に
も

忌
避
申
し
立
て
は
却
下
さ
れ
、
再
開

後
す
ぐ
に
結
審
を
強
行
し
た
の
だ
。

　
昨
年
５
月
以
降
、
外
注
化
の
矛
盾

は
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

で
「（
業
務
の
大
幅
増

加
で
）
ほ
と
ん
ど
運
転

し
っ
ぱ
な
し
に
な
る
。

生
身
の
人
間
が
で
き
る

行
路
で
は
な
い
。
若
い
運
転
手
も
10

年
も
た
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
東

中
野
事
故
が
起
き
る
。
今
回
の
ス
ト

ラ
イ
キ
は
若
い
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

だ
」
と
胸
の
内
を
訴
え
た
。

　
今
回
の
ス
ト
は
、
①
改
悪
乗
務
員

勤
務
制
度
実
施
の
中
止
、
②
津
田
沼

～
中
野
４
往
復
の
解
消
、
③
拘
束
時

間
の
延
長
を
中
止
し
、
日
勤
行
路
は

９
時
間
以
内
、
泊
行
路
は
19
時
間
以

内
と
す
る
こ
と
な
ど
を
要
求
。

　
千
葉
運
輸
区
で
は
２
月
末
、
エ
ル

ダ
ー
運
転
士
に
対
す
る
「
見
極
め
」

強
制
を
粉
砕
し
た
。
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
千

葉
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
（
Ｃ
Ｔ
Ｓ
）
木
更

津
事
業
所
の
労
働
者
が
新
た
に
動
労

千
葉
に
加
入
し
た
。

　
同
日
18
時
よ
り
千
葉
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
「
３
月
ダ
イ
改
―
改
悪
乗
務

員
勤
務
制
度
粉
砕
！
　
19
春
闘
勝

利
！
　
３
・
15
ス
ト
貫
徹
！
　
動
労

千
葉
総
決
起
集
会
」
を
開
催
。
川
崎

書
記
長
が
経
過
報
告
、
支
援
の
あ
い

さ
つ
を
受
け
、
各
支
部
の
決
意
表
明

で
は
「
闘
え
ば
外
注
化
は
完
成
し
な

い
」
と
訴
え
が
行
わ
れ
た
。

　
動
労
水
戸
は
３
月
15
日
、
ダ
イ
改

や
特
急
車
掌
の
１
人
乗
務
反
対
な
ど

を
訴
え
て
勝
田
運
輸
区
で
座
り
込
み

を
行
っ
た
。

　
動
労
西
日
本
は
２
月
27
日
、
①
各

駅
の
始
業
前
超
過
勤
務
の
未
払
い
賃

金
の
全
額
支
給
、
②
駅
業
務
合
理

千
葉
県
労
働
委
員
会
宛
署
名

６
８
４
４
筆
（
19
年
３
月
15
日
現
在
）

化
・
外
注
化
阻
止
、
③

ロ
ー
カ
ル
線
切
り
捨
て

の
ダ
イ
ヤ
改
定
反
対
を

掲
げ
、
五
日
市
駅
で
ス

ト
ラ
イ
キ
。
さ
ら
に
３

月
13
日
、
吹
田
総
合
車

両
所
奈
良
支
所
で
ス
ト

ラ
イ
キ
を
決
行
し
た
。

　
動
労
神
奈
川
は
３
月

16
日
、
時
廣
書
記
長
の

解
雇
撤
回
を
要
求
し
て

環
境
ア
ク
セ
ス
小
田
原

事
業
所
で
ス
ト
ラ
イ
キ

に
立
っ
た
。

外
注
化
の
矛
盾
か
ら
目
を
そ
ら
す
な
！

出 

向 

命 

令 

無 

効

確
認
訴
訟
控
訴
審 

結
審
強
行
弾
劾
！

動
　
労

総
連
合 

全
国
で
春
闘
ス
ト
ラ
イ
キ

〝乗務員勤務制度改悪粉砕！〟習志野運輸区
の入口ゲート前で抗議集会（３月 15日）

ダイ改合理化・乗務員勤務制度改悪阻止！

第３の分割・民営化に立ち向かい
職場から労働運動再生の息吹を！
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し
て
い
る
の
で
す
。

　
１
９
９
０
年
の
国
鉄
清
算
事
業
団

に
よ
る
二
度
目
の
解
雇
か
ら
始
ま
っ

た
１
０
４
７
名
闘
争
は
、
全
国
各
地

の
地
方
労
働
員
会
に
お
け
る
救
済
命

令
、
そ
し
て
中
央
労
働
員
会
を
経
て

東
京
地
裁
の
98
年
５
・
28
判
決
、「
Ｊ

れ
ば
、
と
て
も
言
葉
を
尽
く
す
こ
と

が
で
き
な
い
ほ
ど
の
重
要
か
つ
決
定

的
な
局
面
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
努
力
と
全
国

の
支
援
・
連
帯
が
か
ち
と
っ
た
決
定

的
な
地
平
で
す
。
私
た
ち
に
は
、
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
も
「
国
鉄
改
革
の

結
託
体
制
の
崩
壊
、
そ
し
て
全
面
的

な
攻
撃
の
開
始
と
い
う
、
第
３
の
分

割
・
民
営
化
と
も
い
え
る
大
攻
撃
に

立
ち
向
か
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
体
制

＝
国
鉄
分
割
・
民
営
化
体
制
と
闘
っ

て
団
結
を
守
り
抜
い
て
き
た
意
味
と

意
義
が
改
め
て
大
き
な
力
に
な
る
と

き
が
き
ま
し
た
。
反
合
理
化
・
運
転

保
安
闘
争
の
新
た
な
発
展
こ
そ
が
組

織
拡
大
の
力
で
す
。

　
ま
た
昨
夏
か
ら
始
ま
っ
た
関
西
地

区
生
コ
ン
支
部
へ
の
弾
圧
は
、
産
業

別
組
織
と
し
て
画
期
的
な
労
働
組
合

運
動
に
対
し
て
、
日
常
的
な
現
場
活

動
や
ス
ト
ラ
イ
キ
を
威
力
業
務
妨
害

と
し
、
現
場
に
い
な
い
組
合
役
員
も

逮
捕
す
る
共
謀
罪
型
の
労
働
組
合
弾

圧
で
す
。
し
か
し
関
生
支
部
の
総

決
起
の
反
撃
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

数
々
の
大
弾
圧
を
打
ち
破
っ
て
発
展

し
て
き
た
歴
史
を
持
つ
関
生
支
部

は
、
必
ず
労
働
運
動
の
新
た
な
可
能

性
を
切
り
開
き
ま
す
。

　
す
べ
て
の
産
別
と
職
場
に
お
い
て

こ
う
し
た
攻
撃
に
立
ち
向
か
う
こ
と

が
で
き
る
か
否
か
。
こ
こ
に
こ
そ
労

働
運
動
の
再
生
の
糸
口
が
あ
る
は
ず

で
す
。

　
公
設
民
営
化
の
小
中
一
貫
校
や
学

テ
に
よ
る
人
事
評
価
な
ど
大
阪
で
は

教
育
労
働
運
動
へ
の
大
攻
撃
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
秋
の
東
京
23
区

超
マ
イ
ナ
ス
人
勧
攻
撃
や
会
計
年
度

任
用
職
員
、
自
治
体
戦
略
２
０
４
０

構
想
な
ど
、
自
治
体
労
働
運
動
へ
の

大
攻
撃
も
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
職
場
の
攻
撃
に
労
働
者

の
団
結
で
立
ち
向
か
う
こ
と
が
何
よ

り
も
展
望
を
切
り
開
き
ま
す
。
国
鉄

闘
争
を
先
頭
に
労
働
運
動
の
再
生
と

変
革
を
進
め
る
こ
と
が
核
心
で
す
。

国
鉄
闘
争
全
国
運
動
へ
の
結
集
と
展

開
を
改
め
て
訴
え
ま
す
。

（
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
事
務
局
）　

　（
１
）

　
国
鉄
分
割
・
分
割
民
営
化
に
よ
る

解
雇
か
ら
32
年
を
前
に
２
月
、
全
国

で
国
鉄
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
今
回
ひ
と
き
わ
新
た
な

決
意
で
国
鉄
集
会
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
32
年
の
闘
い
は
「
国
鉄
改
革
の

真
実
」
を
巡
っ
て
も
う
一
度
こ
こ
一

番
の
勝
負
に
入
り
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
の
最
高
裁
決
定
に
で

不
採
用
基
準
の
策
定
が
不
当
労
働
行

為
で
あ
る
こ
と
を
法
的
に
確
定
さ
せ

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
不
採
用
基
準
の

策
定
を
指
示
し
た
の
が
Ｊ
Ｒ
設
立
委

員
長
の
斉
藤
英
四
郎
で
あ
り
、
基
準

を
最
終
的
に
決
定
し
た
の
が
Ｊ
Ｒ
設

立
委
員
会
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め

た
の
で
す
。

　「
Ｊ
Ｒ
に
法
的
責
任
な
し
」
を
完

全
に
突
き
破
り
、
不
当
解
雇
の
法
的

責
任
が
Ｊ
Ｒ
に
あ
る
こ
と
を
満
天
下

に
明
ら
か
に
し
た
の
で
す
。
改
め
て

国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
不
当
労
働
行

為
の
責
任
を
一
か
ら
追
及
し
、
解
雇

撤
回
・
Ｊ
Ｒ
採
用
を
求
め
る
闘
い
を

始
め
る
の
で
す
。

　
し
か
し
、千
葉
県
労
働
委
員
会
は
、

こ
の
決
定
的
真
実
を
闇
に
葬
ろ
う
と

と
そ
の
後
の
４
者
４
団
体
路

線
、
そ
し
て
２
０
１
０
年
の
政

治
和
解
…

　
国
鉄
闘
争
の
絞
殺
を
狙
っ
た

政
治
和
解
に
対
し
て
「
国
鉄
闘

争
の
火
を
消
す
な
」
を
合
い
言

葉
に
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
は
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
20
年
余
の
国
鉄
１
０
４
７
名

解
雇
撤
回
闘
争
の
経
過
を
考
え

真
実
」
を
社
会
的
に
暴
き
出

し
、Ｊ
Ｒ
の
責
任
を
追
及
し
、

闘
い
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る

責
務
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
に
お
け
る
新
自
由
主

義
の
決
定
的
な
出
発
点
で
あ

る
国
鉄
分
割
・
民
営
化
と
の

闘
い
が
32
年
を
長
期
に
わ

た
っ
て
現
在
ま
で
継
続
し
、

し
か
も
、
こ
う
し
た
地
平
に

到
達
し
た
意
義
は
け
っ
し
て

小
さ
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

日
の
情
勢
に
立
ち
向
か
う
、

こ
れ
ほ
ど
〝
確
実
〟
な
武
器

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
う

一
度
、
国
鉄
闘
争
の
現
局
面

と
そ
の
意
義
を
全
国
の
人
び

と
に
広
く
伝
え
、
支
援
・
連

帯
の
結
集
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
教
育
や
医
療
、
公
共
交
通

や
水
道
、
社
会
保
障
…
…
あ

ら
ゆ
る
領
域
に
お
い
て
新
自

由
主
義
の
破
産
・
破
局
と
、

そ
れ
ゆ
え
の
劇
的
な
攻
撃
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
意
味

で
国
鉄
闘
争
に
こ
だ
わ
っ
て
今
日
の

情
勢
を
見
る
こ
と
が
何
よ
り
も
情
勢

を
と
ら
え
る
力
に
な
る
は
ず
で
す
。

国
鉄
闘
争
を
結
集
軸
に
し
て
あ
ら
ゆ

る
闘
い
の
団
結
と
連
帯
と
呼
び
か
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

　（
２
）

　
Ｊ
Ｒ
の
職
場
で
は
、
動
労
千
葉
と

動
労
総
連
合
が
、
Ｊ
Ｒ
と
東
労
組
の

Ｒ
に
法
的
責
任
な
し
」

と
し
た
03
年
12
・
22
最

高
裁
判
決
な
ど
大
き
な

試
練
を
超
え
て
闘
い
は

続
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
闘
う
闘
争

団
に
よ
る
鉄
建
公
団

（
旧
清
算
事
業
団
）
を

被
告
と
し
た
訴
訟
が
始

ま
り
ま
し
た
。
動
労
千

葉
や
全
動
労
も
同
様
の

裁
判
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
前
後
し

て
国
鉄
改
革
法
と
「
Ｊ

Ｒ
に
法
的
責
任
な
し
」

の
容
認
を
迫
る
自
民
党

な
ど
の
４
党
合
意
と
激

し
い
大
会
攻
防
を
経
て

の
国
労
の
受
諾
、
闘
う

闘
争
団
へ
の
処
分
や

５
・
27
弾
圧
、
さ
ら
に

　
関
　
西

　
２
月
15
日
、
大
阪
市
内
に
お
い
て

国
鉄
集
会
が
闘
わ
れ
１
７
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
（
写
真
上
）。

　
全
国
金
属
機
械
労
組
港
合
同
の
中

村
委
員
長
は
「
国
鉄
分
割
・
民
営
化

か
ら
32
年
、
最
高
裁
判
決
で
不
当
労

働
行
為
を
確
定
さ
せ
た
」「
国
鉄
闘

争
は
改
憲
攻
撃
と
一
体
。
安
倍
政
権

の
改
憲
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
国
鉄
闘
争
を
軸
に
改
憲
・
戦

争
阻
止
の
闘
い
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
の

武
谷
書
記
次
長
が
特
別
報
告
。「
自

分
た
ち
は
ス
ト
ラ
イ
キ
と
い
う
大
衆

行
動
で
決
着
を
つ
け
て
い
く
こ
と
を

先
輩
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
」「
闘

い
が
前
進
す
る
と
弾
圧
が
来
る
。
ス

ト
で
闘
う
労
働
組
合
に
安
倍
政
権
が

ビ
ビ
ッ
て
い
る
と
い
う
こ
と
」
と
力

強
く
闘
う
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
動
労
西
日
本
の
山
田
和
広
書
記
長

が
基
調
報
告
。「
Ｊ
Ｒ
資
本
は
３
月

ダ
イ
改
を
テ
コ
に
乗
務
員
勤
務
制
度

の
全
面
解
体
、
鉄
道
業
務
の
全
面
外

注
化
に
踏
み
込
も
う
と
し
て
い
る
。

動
労
西
日
本
は
今
春
２
波
の
ス
ト
を

闘
う
」
と
力
強
く
提
起
し
ま
し
た
。

　
八
尾
北
医
療
セ
ン
タ
ー
、
高
槻
医

療
福
祉
労
働
組
合
、日
教
組
奈
良
市
、

関
西
合
同
労
組
、
全
学
連
、
各
団
体

か
ら
の
決
意
表
明
と
闘
い
の
報
告
が

続
き
ま
し
た
。

　
動
労
西
日
本
近
畿
支
部
副
委
員
長

の
橘
日
出
夫
さ
ん
が
「
関
生
弾
圧
は

共
謀
罪
弾
圧
。
国
鉄
闘
争
支
援
陣
形

が
今
こ
そ
改
憲
・
戦
争
反
対
の
前
面

に
」と
集
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
福
　
岡

　
２
月
16
日
、「
国
鉄
１
０
４
７
名

解
雇
撤
回
！
　
改
憲
・
戦
争
阻
止
！

闘
う
労
働
組
合
を
甦
ら
せ
よ
う
！

２
・
16
国
鉄
集
会
」
が
福
岡
県
久
留

米
市
の
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
動
労
総
連
合
・
九
州
の
石
崎
執
行

委
員
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
。「
命
を

か
け
て
改
憲
・
戦
争
を
止
め
よ
う
！
」

と
熱
烈
に
訴
え
ま
し
た
。

　
虹
ヶ
丘
学
園
労
働
組
合
が
特
別
報

告
。
労
働
組
合
つ
ぶ
し
の
偽
装
廃
園

と
不
当
解
雇
、
学
園
の
資
産
横
領
に

手
を
染
め
た
旧
理
事
会
に
対
し
て
総

額
４
７
７
０
万
円
の
未
払
賃
金
支
払

い
を
命
じ
る
組
合
側
完
全
勝
利
の
判

決
が
意
気
軒
高
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
満
場
の
拍
手
と
花
束
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
動
労
総
連
合
・
九
州
の
羽
廣
委
員

長
が
基
調
報
告
で
「
Ｊ
Ｒ
は
、
東
労

組
の
よ
う
な
御
用
労
組
の
存
在
す
ら

認
め
ず
『
労
組
な
き
社
会
』
を
狙
っ

て
い
る
。そ
の
先
に
あ
る
の
は
戦
争
・

改
憲
だ
。
国
鉄
決
戦
の
地
平
が
本
当

に
活
き
る
時
だ
」
と
渾
身
の
訴
え
。

　
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ナ
ガ
サ
キ
、
婦
人
民

主
ク
ラ
ブ
全
国
協
議
会
福
岡
県
支
部

な
ど
の
発
言
が
続
き
、
最
後
に
青
年

労
働
者
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
北
海
道

　
２
月
16
日
、
北
海
道
国
鉄
集
会
が

開
か
れ
た
。

　
自
交
総
連
Ｓ
Ｋ
さ
く
ら
交
通
労
組

の
河
野
晃
興
委
員
長
が
基
調
報
告
で

「
動
労
千
葉
は
政
治
闘
争
を
闘
う
に

は
そ
の
２
倍
も
３
倍
も
職
場
の
闘
い

が
必
要
と
言
う
。
そ
の
通
り
。
改
憲

阻
止
決
議
を
断
固
上
げ
た
か
ら
こ
そ

職
場
で
の
闘
い
が
問
わ
れ
た
」
と
強

調
し
た
。
自
治
体
労
働
者
は
「
改
憲

阻
止
決
戦
の
先
頭
に
自
治
体
労
働
者

は
立
つ
」
と
特
別
報
告
を
行
っ
た
。

　
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
当
該

で
あ
る
動
労
総
連
合
・
北
海
道
の
長

尾
信
一
委
員
長
は
「
忘
れ
も
し
な
い

87
年
２
月
16
日
」
と
切
り
出
し
、
家

族
も
含
め
た
当
時
の
不
安
感
、
そ
し

て
４
・
９
政
治
和
解
に
際
し
て
、
動

労
千
葉
が
解
雇
撤
回
闘
争
を
断
固
継

続
す
る
姿
を
見
て
、
動
労
総
連
合
・

北
海
道
の
委
員
長
職
を
引
き
受
け
た

経
緯
を
語
っ
た
。

　
成
田
昭
雄
副
委
員
長
は
北
海
道
の

現
状
か
ら
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
破

綻
を
明
ら
か
に
し
、
国
鉄
労
働
者
が

「
国
賊
」
と
さ
れ
、
解
雇
さ
れ
た
こ

と
を
徹
底
弾
劾
し
、
動
労
総
連
合
の

闘
う
決
意
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
新
　
潟

　
新
潟
市
内
で
２
月
17
日
、
国
鉄
集

会
を
開
催
し
た
（
写
真
中
）。

　
動
労
総
連
合
・
新
潟
の
杉
野
彰
書

記
長
が「
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
で
正
規
・

非
正
規
を
超
え
て
労
働
者
が
団
結
を

つ
く
り
出
す
こ
と
が
労
働
運
動
の
退

潮
を
押
し
と
ど
め
、
安
倍
政
権
を
倒

す
」
と
語
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
新
潟
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ｔ

Ｓ
）
の
不
当
解
雇
撤
回
を
新
潟
県
労

働
委
員
会
で
闘
う
八
代
和
幸
さ
ん
が

「
非
正
規
職
で
も
闘
え
る
こ
と
を
示

し
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。
公

務
職
場
で
過
労
死
し
た
遺
族
も
「
過

労
死
の
責
任
を
追
及
す
る
」と
発
言
、

活
発
な
討
論
と
な
っ
た
。

　
沖
　
縄

　
２
月
10
日
、
那
覇
市
で
沖
縄
国
鉄

集
会
を
開
催
。
電
通
労
働
者
が
「
す

べ
て
の
職
場
に
階
級
的
労
働
運
動
派

の
旗
を
。
動
労
千
葉
物
販
を
軸
に
職

場
・
学
園
・
地
域
に
闘
う
拠
点
を
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　
２
月
４
日
に
港
湾
労
働
者
が
自
衛

隊
の
民
間
港
使
用
に
反
対
し
て
ス
ト

ラ
イ
キ
に
決
起
し
た
。
全
島
ゼ
ネ
ス

ト
の
大
き
な
原
動
力
だ
。「
復
帰
」

47
年
５
・
15
沖
縄
闘
争
へ
全
力
で
闘

い
、
２
・
24
県
民
投
票
で
辺
野
古
新

基
地
建
設
反
対
の
勝
利
へ
闘
う
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
（
写
真
下
）。

は
国
労
・
全
動
労
・

動
労
千
葉
の
再
度

の
共
闘
と
な
っ
た

１
０
４
７
連
絡
会

不
当
解
雇
か
ら
32
年 

国
鉄
闘
争
は
新
た
な
闘
い
へ

国
鉄
闘
争
先
頭
に
労
働
運
動
の
再
生
を
！

国鉄闘争の真実をめぐる新たな勝負
改めて全国に闘いの存在を伝えよう


